






〔はじめに〕 

 若年性関節リウマチ(以下JRAと略)は適切な治療を受けていれば,SLEなどにくらべて生

命的予後は悪くない。それ故に社会的予後が問題になってくる。成長発達をとげている小

児にとって関節の運動機能障害－ことに加重関節の障害は大変重要な問題である。JRA の

疾患活動性に応じた的確な保存療法を日常生活に組み込んだ形での生活指導が望まれると

ころである。 

 今回はこのような趣旨のもとに JRAの管理指導表(案)がつくられた。それを用いてその

実行度を JRA 11 例について検討してみたので,その成績を報告する。 


